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Abstract
According to Hume's discussion, the abstraction is the term given to the succession of the im-
pression and ideas, which is the base of Hume's constant conjunction. Out it into the economics,
the idea of the market is constructed form the succession of ideas of the transaction and the ex-
change, which can be observed. The term“liquidity”is also the term attached to the situation
where we can observe several goods are traded and exchanged, and we refer the traded goods
have the liquidity. Thus，“liquidity”is not the inherent attribute of the good, the secondary quali-
ty in Rocke's term, but the mode at best. We cannot distinguish between the trade, the exchange
and the liquidity, rather to divide them is the distinction of reason which has no empiricism reason-
ing.

























































































































































































































































































































































































反復 M a1 ･･･(1)



































具体的には財 aと財 b，財 a・財 cという二
つの取引が行われていることになる。前と同















































定理：財 aが財 b，財 cとそれぞれ交換可能
であるとき，財 aが交換媒体となる。
証明：



















































かる。また，a＝[a:a,d] を d＝[d:d,a] と書
き変え，右辺に a＝[a:a,b]を代入すると，
d＝[d:d,[a:a,b]] ･･･(11)


























上付き添え字で示せば(3)はM a1 ，M a2 ，M a3


















































































































ではない。実際，T a1 は T a1 の一部，T a2 は
T a3 の一部をなしているから，T ai だけを見
れば，T a1⊂T a2 ⊂T a3⊂･･･⊂T an-1⊂T an という
入れ子構造になっている。したがって，すべ





関係に含意される T a1，T a2 ，T a3 ･･･の連続性
からM a1 ，M a2 ，M a3 ･･･の相互関係を間接的
40
に導かなければならない。換言すればM a1，
M a2，M a3 ･･･を間接的に継起させるような T a1，
T a2 ，T a3 ･･･の継起が可能であるかどうかを
検討することである。結論からいえばここに
は二つの可能性がある。
(15)は第一の可能性である。取引 T a1 （の
観察）は市場観念（M a1 ）を形成するが，そ
の観念の助けを借りずに，財が一つ増加した
次の取引 T a2 を観察しそこからM a2 へ移行す
るものである。
(T a1 ) ⇒Λa1⇒ M a1
↓
(T a2 ) ⇒Λa2⇒ M a2 ･･･(15)
↓ ↓
つまり財 aと財 bの交換（T a2 ）の観察，
財 cを加えた新たな交換（T a3 ）の観察し，
さらに財を増加させた新たな交換の観察･･･
という観察の連続があり，それぞれの観察が
























































































つまり，T a1 からM a1 が観念され，M a1 が
次の観察 T a2 へ思惟を誘導するという関係で
ある。M a1
ところで，T a2 が媒介となってM a1 から
M a2 が導かれるという意味ではM a1 はM a2 の




































































以上のように考えると，T a1 からM a1 が形














もし T a1 ，M a1 などを集計的に扱うことが





















































































































































































おいても，M an に至る前にM a1，M a2，M a3 ･･･
M an-1 が先行する。よって，M an における財 a
はM a1 ，M a2 ，M a3 ･･･M an-1 における財 aより
も包括する財が多いという意味でより優位な
位置にある。つまり，市場観念M an は下位の
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